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学校法人 愛基学園 札幌円山幼稚園 
 
 
１、 教育目標 
 
幼児期に豊かな人間性の芽生えを育てるために設定する本園の教育目標は下記の６つある。 

 
▪ 健康で明るい子ども 
▪ 生き生きとして、やる気のある子ども 
▪ 協調性のある子ども 
▪ 根気よく、集中力のある子ども 
▪ 思いやりのある子ども 
▪ 創造性のある子ども 

 
 
２、 本園の教育方針 
 
 本園は、以下の教育方針に沿って、園運営を行っている。 
 

▪ 教職員一人ひとりが、園児の豊かな成長を日々願いながら、自主性・協調性・創造性、
思いやりの心を育むために教育活動を行う。 

▪ 全ての教職員が一つのチームとして協力し合いながら、一人ひとりの幼児の個性を尊重
する指導を行う。  

▪ 保護者の方々や地域の皆さまに信頼される幼稚園づくりに努める。 
 
 
３、 評価項目の達成及び自己評価 
 

評価項目 取組み状況と改善のための方策 

幼児の思いや考えに共感しながら
幼児と一緒に活動する。 

保育者は、日々、幼児の思いや興味に耳を傾け
寄り添いながら教育活動を進めるよう努めて
いる。 

幼児が理解しやすいような正しい 
美しい言葉を使う。 

本園では、幼児期に多くの「美しい言葉」に 
触れ合うことの大切さを認識しているため、
全ての教職員が、幼児の前で（そして、教職員
間で）話す時には、丁寧で、正しく、美しい  
日本語を話すよう、日々心がけている。 

実際、在園児の保護者の方々から「円山幼稚園
の先生は、ゆっくりと、きれいな日本語を話さ
れますね」と、お褒めの言葉をいただくことが 
多く、アンケートでも評価が高い。この状況を
ぜひ継続していきたい。 

幼児のことについて教職員同士で
話し合い、共通理解を図るように 
日常的に心がける。 

朝礼、終礼、職員会議、日々の教職員の意見 
交換の場を通して、園に通う幼児についての
共通理解を図り、園全体で適切な対応を取れ
るよう努めている。 

 



 

教職員全員で一つのチームである
ことを自覚する。 

クラスに関係なく、その場にいる保育者が、 
必要な場面で幼児に適切な言葉がけや対応が
できるように心がけている。 

毎年、本園に新しく着任される教職員は、契約
形態を問わず、本園職員の仲の良さ、そして、
チームワークの良さに驚き、感心している。 

園庭の樹木や草花の名前、季節に 
よる変化などを理解し、環境構成に
いかす。 

幼児期に自然や四季に触れることの大切さを
認識し、機会があるごとに、園庭、円山公園、
盤渓山の麓にある本園付属の自然体験学習園
「おひさま広場」に行き、幼児が楽しく自然に
触れ、感じることができるよう努めている。 

本園への入園を希望される理由の一つと  
して、保護者の方々が挙げられ、アンケートで
も非常に高い評価を受けているのが、この 
自然体験学習園「おひさま広場」で得られる 
貴重な自然経験がある。今後も、この場所へ 
行ける機会を増やしていきたい。 

異年齢の幼児が自然に交流できる
ような環境設定をおこなう。 

本園では、預かり保育や、登園時間の同じ 
「きょうだいクラス」の縦割り活動を通して
異年齢の幼児が自然に交流することで、例え
ば、年長児が年少児のお世話をして優しさを
育んだり、年中児が年長児に憧れて勇気を 
もらったり、といった素晴らしい状況が多く
生まれる。 

今後も、教師の想像力を働かせ、 異年齢交流
を盛り上げていきたい。 

園内に危険な箇所がないか、幼児が
危険な遊び方はしていないかなど
について、常に配慮し、もしも危険
が予測される場合は、安全な遊び方
について幼児と一緒に考え指導 
する。 

園内や園外の活動において、幼児が安全に 
遊べるように、交通安全や、危険を回避する 
ための方法について、事前に指導をしている。 

今後も、保育前、保育中、保育後に、活動場所
の安全を意識した環境設定に、細心の注意を
払い取り組んでいきたい。 

保護者の方からの相談や要望に 
丁寧に耳を傾け対応するように 
心がける。 

大切なお子さまを本園に預けられている  
保護者の方々のご心配やご意見・ご要望に 
注意深く耳を傾け、誠意をもって対応する 
ように日々努めている。 

園だより、クラスだより、個人懇談、
参観日、連絡帳、ホームページなど
を通して、幼稚園の情報を発信  
する。 

本園ホームページでは、日々の保育の様子、
様々な行事における可愛らしいエピソード 
などについて情報発信をしており、これらに
ついては、アンケートや日々の会話の中で、 
保護者の方々から評価の声をいただくことが
多い。 

今後も分かりやすく頻繁な情報発信に努めて
いきたい。 

 



 
 
４、 今後の課題 
 

課題 今後の取り組み方法 

 
コロナ禍における 
教職員間のさらなる
役割分担の必要性 

コロナ禍という状況の中、全国的に、感染対策を鑑みた行事 
運営に関わる会議の増大、それに伴う保育準備・事務作業の 
負担増大といった問題がある。 

本園でもこの傾向が時おり見受けられるため、教職員間で 
さらに効率的な役割分担を設定し、さらなる協力体制を深め
ながら教育活動を行えるよう努めていきたい。 

 
 
５、 学校関係者評価委員会の総合的評価と意見 
 

結果 理由 

 
 
 
 

A 
 

教職員一人ひとりが、適切に、日常的な自己点検や自己  
評価に積極的に取り組んでいる。 

教職員は、協力したり助言し合ったりしながら、一つの  
チームとして教育活動に取り組む姿勢が随所に見られ、高く
評価できる。 

また、子ども一人ひとりの自主性・協調性・創造性、そして、
思いやりの心を育むために具体的な教育活動や行事が  
計画・実行されており、心身ともに園児の豊かな成長を   
見守る雰囲気が園全体にある。 

今後も引き続き、子ども一人ひとりの個性を大切にしなが
ら、教員自らの指導方法や教育内容などを日々ふりかえり、  
さらに充実した教育実践ができるよう日々努力することを 
期待する。 

  


